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和田・釜台地区連合町内会
和田・釜台地区社会福祉協議会の広報誌

再刊2号

■保土ケ谷区ニュース・・・・・・・・・・・・・・➊
■保土ケ谷区社会福祉福祉協議会ニュース・・・・・➊
■第4回ワールドカフェの報告 ・・・・ ・・・・・・❷
■「たまり場」等ボランティア募集の結果・・・・・❷
■「たまり場」４月オープン・・・・・・・・・・・❷
■常盤台ケアプラザの紹介・・・・・・・・・・・・❷
■地域防災拠点の防災訓練の報告・・・・・・・・・➌
■防災豆知識・・・・・・・・・・・・・・・・・・➌
■「たまり場」準備の会ボランティアの申込用紙・・➍
■広報紙の編集ボランティアの申込用紙・・・・・・➍
■自治会活動の紹介・・・・・・・・・・・・・・・➎
■サービス事業の紹介・・・・・・・・・・・・・・➎
■利用希望者と協力ボランティアの申込用紙・・・・❻

昨
年
10
月
～
12
月
に
行
い
ま
し
た
赤
い
羽
根
共

同
募
金
で
は
、
保
土
ケ
谷
区
内
で
総
額
一
六,

五
一

二,

六
七
三
円
（
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
）
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
福
祉
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
へ
の
保
土
ケ
谷
区
ふ
れ
あ
い
助
成
金
の
財

源
や
福
祉
施
設
の
整
備
充
実
費
用
と
し
て
配
分
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
保
土
ケ
谷
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

保
土
ケ
谷
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ニ
ュ
ー
ス

横
浜
市
資
源
循
環
局
の
職
員
は
、
ご
み
収
集
の

た
め
日
々
区
内
全
域
を
回
る
特
性
を
活
か
し
、
皆

様
の
「
イ
ザ
」
に
備
え
て
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

の
普
通
救
命
講
習
を
全
職
員
が
受
け
、
定
期
的
訓

練
を
重
ね
て
14
年
に
な
り
ま
す
。
保
土
ケ
谷
区
で

も
、
最
近
５
年
間
で
22
件
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

更
に
、
橫
浜
市
で
は
全
国
で
一
番
収
集
車
の
台

数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
災
害
被
災
地
か
ら
の
復
旧

救
援
要
請
に
応
じ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
職
員
が
被
災

地
で
の
災
害
ご
み
収
集
経
験
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ

と
言
う
時
や
、
ご
み
の
出
し
方
等
で
お
困
り
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
楽
に
「
皆
様
の
一
番
近

く
に
い
る
市
職
員
」
で
あ
る
収
集
職
員
に
、
是
非

「
ヘ
ル
プ
」
を
求
め
て
下
さ
い
。

（
保
土
ケ
谷
区
役
所
：
小
田
切
）

保
土
ケ
谷
区
の
ニ
ュ
ー
ス

和
田
東
部
自
治
会
は
、
世
帯
数

１
１
０
で
ト
ヨ
タ
、
東
京
ガ
ス
、
き

ん
で
ん
等
の
会
社
も
含
ま
れ
る
小
さ

な
自
治
会
で
す
。

昨
年
8
月
4
日(

土)

納
涼
会
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
た
ち
ば

な
会(

老
人
会)

の
方
な
ど
大
人
33
名
、

子
ど
も
13
名
の
計
46
名
で
し
た
。

会
場
で
は
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

焼
か
れ
、
子
ど
も
向
け
に
、
か
き
氷
、

ス
イ
カ
割
り
、
釣
り
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
花
火
大
会
を

行
い
、
老
若
男
女
が
一
斉
に
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
会
館
の
中
で
は
カ

ラ
オ
ケ
が
行
わ
れ
、
全
員
が
自
慢
の

声
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

仲
の
良
い
団
結
力
の
あ
る
自
治
会
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。

（
広
報
部
：
石
川
）

昨
年
11
月
４
日
、
第
14
回
釜
台

町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
午
前
の
部
】
運
動
場
で
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
野
菜
即
売
会
が
行
わ
れ
、

体
育
館
で
は
、
皆
さ
ん
が
一
年
間
に

創
作
さ
れ
た
絵
画
、
書
作
品
、
写
真
、

手
芸
作
品
を
展
示
。
子
供
会
の
お
も

ち
ゃ
販
売
や
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
女
性

部
の
型
抜
き
、
パ
ウ
ダ
ー
マ
グ
ネ
ッ

ト
工
作
遊
び
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
３
０
０
食
用
意
し

完
食
で
し
た
。

【
午
後
の
部
】
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

芸
能
音
楽
発
表
会
で
す
。
１
２
０
席

が
満
席
に
な
り
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

で
、
初
参
加(

３
組)

を
含
め
、
合
計

19
組
の
発
表
で
し
た
。
保
土
中
吹

奏
楽
部
、
常
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、

リ
ズ
ム
体
操
、
舞
踊
、
歌
謡
曲
、
コ
ー

ラ
ス
、
詩
吟
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ギ
タ
ー

演
奏
、
大
道
芸
、
一
輪
車
、
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
と
多
彩
な
演
目
で
し
た
。

注
目
は
、
初
参
加
の
常
小
先
生
の
ピ

ア
ノ
演
奏
、
５
歳
の
男
の
子
の
日
本

舞
踊
と
保
土
中
１
年
生
の
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
（
大
道
芸
）
で
し
た
。
今
年
の

文
化
祭
も
皆
様
の
ご
出
展
、
ご
出
演
、

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
部
：
河
野
）
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B1
：
ふ
れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス

す
べ
て
手
作
り
の
食
事
を
提
供

【
対
象
者
】
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者

【
登
録
者
数
】
38
名

【
実
施
日
】
毎
月
１
回
：
第
４
水
曜

日(

７
月
、
12
月
第
２
水
曜
日)

、
８

月
は
休
み
、
12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会

【
実
施
場
所
】
和
田
西
部
町
内
会

館
・
釜
台
町
自
治
会
館
を
毎
月
交
互

使
用

【
利
用
料
】
２
０
０
円
／
回

※
車
両
に
よ
る
送
迎
あ
り

※
担
い
手
は
19
名
、
調
理
、
配
達
、

社
協
役
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

B2
：
配
食
サ
ー
ビ
ス

松
花
堂
弁
当
に
仕
立
て
た
、
す

べ
て
手
作
り
調
理
の
お
弁
当
で
す

【
対
象
者
】
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯

【
登
録
者
数
】
57
名

【
実
施
日
】
毎
月
２
回
：
第
２･

第

４
金
曜
日

【
実
施
場
所
】
釜
台
町
自
治
会
館

【
利
用
料
】
３
０
０
円
／
回

※
担
い
手
は
42
名
、
調
理
、
配
達
、
社

協
役
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

B3
：
ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

毎
回
、
歌
、
手
工
芸
、
ゲ
ー
ム
、

軽
い
体
操
な
ど
楽
し
く
実
施

【
対
象
者
】
70
歳
以
上
で
外
出
の
機

会
の
少
な
い
高
齢
者

【
登
録
者
数
】
14
名

【
実
施
日
】
毎
月
１
回
：
第
３
木

曜
日
、
８
月
は
休
み

【
実
施
場
所
】
和
田
西
部
町
内
会
館

(

送
迎
車
両
ま
た
は
徒
歩
で
参
加)

【
利
用
料
】
１
０
０
円
／
回

※
担
い
手
は
15
名
、
保
健
活
動
推
進

員
、
社
協
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及

び
民
生
児
童
委
員

サ
ー
ビ
ス
事
業

和
田
東
部
自
治
会
の

納
涼
祭

釜
台
町
自
治
会
の

文
化
祭

【
自
治
会
活
動
の
紹
介
】

（会館前の広場でワイワイ）

（スイカ割りに奮闘中）文化祭の会場様子

芸能音楽発表会の様子

ミニデイサービスの様子 配食サービスのお弁当

ふれあい食事サービスの様子



２
月
24
日
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
開

催
は
今
年
で
４
回
目
で
す
。
参
加
者

43
名
が
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
テ
ー
マ
ご
と
の
話
し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
準
備
の
会
メ
ン

バ
ー
は
、
他
地
区
の
「
た
ま
り
場
」

を
数
カ
所
訪
問
し
、
運
営
方
法
な
ど

学
習
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果

『
案
ず
る
よ
り
も
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
必
要
』
と
の
思
い
で
、
４
月
に

「
た
ま
り
場
」
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
参
加
者
の
感
想

を
伺
う
と
「
し
ゃ
べ
り
場
オ
ー
プ

ン
が
決
ま
り
実
感
が
わ
い
て
き
た
」

「
回
を
重
ね
る
毎
に
活
発
な
意
見
が

出
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
料
等
具
体

的
な
課
題
も
あ
が
っ
た
の
が
印
象
的
」

「
議
題
が
進
む
ご
と
に
率
直
な
思
い

や
、
ご
自
身
の
得
意
な
分
野
の
話
ま

で
飛
び
交
い
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら

れ
た
」
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

テ
ー
マ
ご
と
の
意
見

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
：
た
ま
り
場

の
他
地
区
に
お
け
る
事

例
紹
介
】

・
単
な
る
た
ま
り
場
で

な
く
、
助
け
に
出
て
行

く
活
動
に
な
っ
て
い
る
。

・
す
ご
い
！
お
店
み
た
い
に
な
っ
て

い
る
。
・
や
る
気
の
あ
る
中
心
人
物

が
い
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

【
テ
ー
マ
：
現
在
困
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
】

・(

環
境)

分
別
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー

ル
を
守
ら
れ
て
い
な
い(

日
本
の
ル
ー

ル
に
慣
れ
て
い
な
い
外
国
の
方
や
学

生
さ
ん
の
転
入
転
出
時)

・
野
良
猫
や
犬
の
糞
問
題

・
個
人
的
に
頼
み
辛
い
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と
よ
い

・
釜
台
か
ら
和
田
西
部
会
館
へ
は
坂

道
が
あ
り
、
距
離
も
あ
る

【
テ
ー
マ
：
た
ま
り
場
へ
の
期
待
】

・
自
分
た
ち
が
持
ち
寄
り
、
気
楽
に

話
せ
る
場
・
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
連

れ
て
行
け
る
場
・
男
性
に
顔
を
出
し

て
も
ら
え
る
工
夫

【
テ
ー
マ
：
た
ま
り
場
の
名
称
】

「
平
成
」
「
ひ
ま
わ
り
」
「
は
や
ぶ

さ
」
「
赤
い
ク
ツ
」
「
ハ
ナ
モ
モ
」

「
お
だ
や
か
サ
ロ
ン
」
「
す
み
れ
」

「
夢
ク
ラ
ブ
」
「
紙
ふ
う
せ
ん
」

「
ゆ
と
り
の
館(

場)

」
な
ど

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
配
布
し
ま
し
た
「
は

あ
と
ぴ
あ
」
広
報
紙
再
刊
１
号
で
、

「
た
ま
り
場
」
準
備
の
会
や
「
お
た

す
け
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集

し
た
結
果
、
準
備
の
会
委
員
に
２
名

の
応
募
あ
り
ま
し
た
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
皆
様
に
は
、
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す

「
た
ま
り
場
」
準
備
の
会
広
報
部
：

益
谷/

田
中
）
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｢
た
ま
り
場｣

の
４
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

第
４
回
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
報
告

た
ま
り
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
の
結
果

【
そ
の
他
】
：

こ
の
主
旨
に
賛
同
し
て

「
た
ま
り
場
」
と
し
て

利
用
で
き
る
場
所
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
各

自
治
会･

町
内
会
の
会
長

に
ご
連
絡
を
下
さ
い
。

横
浜
国
立
大
学
西
門
前

(

保
土
ヶ
谷
区
常
盤
台
５
３
の
２
）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
情
報
提
供
、
相
談
窓
口

で
す
。
ま
た
、
集
い
の
場
の
ご
提
供

を
し
て
お
り
ま
す
。
季
節
ご
と
に
近

隣
の
施
設
で
開
催
す
る
「
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
」
で
は
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
や
合

唱
な
ど
も
行
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

ま
た
、
３
月
に
は
さ
く
ら
祭
り
で

バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
館

く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち

ら
へ

☎
０
４
５
・
３
３
９
・
５
７
０
１

(

常
盤
台
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
：
島
村
）

常
盤
台
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

「たまり場」が
オープンします !!

開会式の会場

グループの様

グループの様子

会場の様子

ケーキとコーヒー 季節の催し



早
朝
か
ら
の
雨
の
た
め
、
地
域
防
災

拠
点
訓
練
の
開
会
式
は
体
育
館
に
移

動
し
９
時
10
分
よ
り
行
わ
れ
た
。

挨
拶
で
宇
佐
美
実
行
委
員
長
は
「
本

日
の
訓
練
は
、
晴
天
モ
ー
ド
で
開
始

す
る
」
こ
と
を
宣
言
し
、
ぬ
か
っ
た

グ
ラ
ン
ド
も
活
用
し
た
訓
練
が
始
ま
っ

た
。
ま
た
、
本
年
は
日
本
全
国
で
災

害
が
多
発
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
の
訓
練
で
は
被
災
さ
れ
た
方
々

を
支
援
す
る
立
場
で
は
な
く
、
自
ら

が
被
災
し
た
立
場
に
立
っ
た
訓
練
を

行
う
こ
と
も
大
き
な
目
標
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
、
地
域
の
一
般
参
加
者
90

名
、
保
土
ケ
谷
中
学
校
か
ら
２
８
１

名
、
施
設
関
係
者
42
名
、
行
政
・

消
防
団
40
名
の
計
４
５
３
名
で
あ

り
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
車
い
す
の
高
齢

者
を
は
じ
め
ペ
ッ
ト
の
参
加
も
あ
っ

た
。
訓
練
は
、
地
域
の
参
加
者
と
中

学
生
が
一
緒
に
な
り
、
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
避
難
所
収
容
訓
練
、

三
角
組
み
立
て
訓
練
、
起
震
車
、
車

い
す
の
体
験
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
被

災
対
処
の
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
参
加
者
が
実
際
に
自
分
が
被
災

し
た
立
場
で
、
自
助
、
共
助
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
雨
模
様

で
の
訓
練
を
通
し
て
、
会
場
の
急
な

変
更
に
よ
る
参
加
者
の
避
難
誘
導
の

仕
方
や
訓
練
時
間
の
調
整
の
難
し
さ

も
体
験
し
ま
し
た
。
終
了
時
に
は
晴

天
に
恵
ま
れ
た
中
で
、
グ
ラ
ン
ド
で

の
閉
会
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
非
常
炊
き
出
し
訓
練
で

炊
い
た
ご
飯
の
お
弁
当
が
全
員
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
が
、

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
訓
練
か
ら
、
実

際
に
被
災
者
に
な
っ
た
立
場
で
の
訓

練
と
な
り
住
民
同
士
の
避
難
所
で
の

共
助
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

（
広
報
部
：
石
川
）

昨
年
７
月
、
西
日
本
は
豪
雨
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
原
因
と
し

て
、
避
難
タ
イ
ミ
ン
グ
の
判
断
や
防

災
危
機
管
理
能
力
の
低
さ
な
ど
、
多

く
の
問
題
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
よ
り
実
践
的
な

訓
練
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
の
保
土
ケ
谷
中
学
校
で

行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で
参
加
者
３
２

５
名
よ
り
頂
い
た
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
、
60
％
の
家
族
が
災

害
発
生
時
の
家
族
の
待
ち
合
わ
せ
場

所
を
決
め
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が

判
明
し
ま
し
た
。
今
回
の
防
災
豆
知

識
と
し
て
、
避
難
時
の
場
所
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
田
・
釜
台
地
区
連
合
町
内
会
の
地

域
防
災
拠
点
は
保
土
ケ
谷
中
学
校
で

す
が
、
防
災
拠
点
ま
で
の
避
難
が
困

難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
に

は
、
そ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
身
の
安

全
の
確
保
が
最
優
先
で
、
避
難
所
に

つ
い
て
も
、
指
定
区
域
に
捉
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
ら
の
判
断
で
、
避
難

し
や
す
い
地
域
防
災
拠
点
や
広
域
避

難
場
所
に
避
難
し
て
下
さ
い
。
近
く

の
地
域
防
災
拠
点
は
常
盤
台
小
学
校
、

峯
小
学
校
、
星
川
小
学
校
な
ど
が
、

広
域
避
難
場
所
と
し
て
橫
浜
国
立
大

学
、
県
立
保
土
ケ
谷
公
園
も
あ
り
ま

す
。

（
広
報
部
：
石
川
）
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総
勢
４
５
３
名
が
保
土
ケ
谷
中
学
校
に
集
ま
る

10
月
27
日
地
域
防
災
拠
点
の
防
災
訓
練
報
告

（三角巾の体験）

（消火器訓練）

防
災
豆
知
識

地震発生

災害時非難場所
(地域防災拠点＝保土ケ谷中学校)

自 宅

近くの学校、公
園、広場など安
全な場所に避難

自宅に戻れ
ないとき

一時避難場所など近くの安全な場所 広域避難場所

大火災時

避
難
場
所
に
！
の
心
得

保
土
ケ
谷
区
役
所
の
小
田
切
課
長

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
の
発
生
直
後
に
、
被
災
地
へ
の
支

援
物
資
搬
送
を
担
っ
て
い
た
自
衛
隊

か
ら
「
石
巻
市
の
拠
点
で
の
荷
下
ろ

し
は
、
中
学
生
が
担
っ
て
い
る
」
と

聞
き
ま
し
た
。
ま
だ
寒
い
中
で
の
自

衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
支
援
物
資
の

積
み
込
み
は
、
大
人
で
さ
え
大
変
な

作
業
で
す
が
、
そ
れ
を
中
学
生
が
一

生
懸
命
に
降
ろ
し
て
い
た
、
と
聞
く

と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
当
の
中

学
生
も
震
災
前
は
、
自
分
が
荷
下
ろ

し
作
業
を
担
う
と
は
想
像
す
ら
、
し

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

石
巻
市
で
は
、
大
人
が
懸
命
の
救
助

活
動
を
担
う
中
、
被
災
者
の
命
を
つ

な
ぐ
支
援
物
資
の
荷
下
ろ
し
は
、
中

学
生
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
に
保
土
ケ
谷
中
学
校
の
拠

点
に
派
遣
さ
れ
る
市
職
員
は
４
人
だ

け
で
す
。
ま
た
地
域
の
大
人
も
た
く

さ
ん
の
事
を
担
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
多
く
の
事
を

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
回
の
訓
練
で
、
中
学
生
の
皆
さ

ん
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
期
待
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
に
地
域
が
中
学

生
に
期
待
す
る
こ
と



A:「たまり場」準備の会　に協力できる方の申込書

保土ケ谷区

☏

B:広報誌「はあとぴあ」の編集　に協力できる方の申込書

住所 保土ケ谷区

名前 ・ ☏連絡先 ☏
意見・要望　等

１か月に１回（12月は休み。年間１１回）、 ２か月に１回（年間６回）、

和田東部自治会館

毎月　第４月曜日(祭日でも実施、12月は休み) 奇数月(1,3,5,7,9,11)の第３水曜日：19:30～20:30

１３：３０～１５：３０（約2時間） ※初心者でも大歓迎

お待たせしました。 「たまり場」が
4/22日(月曜日)からオープンします

住所

名前 ・ ☏連絡先

意見・要望　等

A：「たまり場」準備の会　に協力＝切り取り。　※各町内会・自治会の役員に提出お願いします

B：広報誌「はあとぴあ」の編集　に協力＝切り取り。　※各町内会・自治会の役員に提出お願いします

楽しい会話があり、

　　　　　　　　　　　　和田西部町内会館にて、午後１：３０～３：３０

　　　　　　　　　　　　　 和田・釜台地区連合町内会/社会福祉協議会　たまり場準備の会

　５つの自治会・町内会が集まった

　和田・釜台地区連合町内会/社会福祉協議会では

　老いも！若き！も気軽に立ち寄れる

　みんなの居場所＝「たまり場」

　を作ろうとしています。

お茶が飲めて、

色々な人が集まって、

※ 上部に広報紙協力者の申込書もあります。

困りごとも相談できて、

ちょっと寄ってみたい

「たまり場」をいっしょに作りませんか！

「たまり場」に興味のある方
協力者募集！ (上部に申込書)

広報誌「はあとぴあ」の
編集協力者も募集中！

内容 A:「たまり場」準備の会　に協力 B:広報誌「はあとぴあ」の編集　に協力

回数

場所 和田西部町内会館

曜日

時間帯他
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和田・釜台地区連合町内会
和田・釜台地区社会福祉協議会の広報誌

再刊2号

■保土ケ谷区ニュース・・・・・・・・・・・・・・➊
■保土ケ谷区社会福祉福祉協議会ニュース・・・・・➊
■第4回ワールドカフェの報告 ・・・・ ・・・・・・❷
■「たまり場」等ボランティア募集の結果・・・・・❷
■「たまり場」４月オープン・・・・・・・・・・・❷
■常盤台ケアプラザの紹介・・・・・・・・・・・・❷
■地域防災拠点の防災訓練の報告・・・・・・・・・➌
■防災豆知識・・・・・・・・・・・・・・・・・・➌
■「たまり場」準備の会ボランティアの申込用紙・・➍
■広報紙の編集ボランティアの申込用紙・・・・・・➍
■自治会活動の紹介・・・・・・・・・・・・・・・➎
■サービス事業の紹介・・・・・・・・・・・・・・➎
■利用希望者と協力ボランティアの申込用紙・・・・❻

昨
年
10
月
～
12
月
に
行
い
ま
し
た
赤
い
羽
根
共

同
募
金
で
は
、
保
土
ケ
谷
区
内
で
総
額
一
六,

五
一

二,

六
七
三
円
（
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
）
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
福
祉
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
へ
の
保
土
ケ
谷
区
ふ
れ
あ
い
助
成
金
の
財

源
や
福
祉
施
設
の
整
備
充
実
費
用
と
し
て
配
分
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
保
土
ケ
谷
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

保
土
ケ
谷
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ニ
ュ
ー
ス

横
浜
市
資
源
循
環
局
の
職
員
は
、
ご
み
収
集
の

た
め
日
々
区
内
全
域
を
回
る
特
性
を
活
か
し
、
皆

様
の
「
イ
ザ
」
に
備
え
て
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

の
普
通
救
命
講
習
を
全
職
員
が
受
け
、
定
期
的
訓

練
を
重
ね
て
14
年
に
な
り
ま
す
。
保
土
ケ
谷
区
で

も
、
最
近
５
年
間
で
22
件
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

更
に
、
橫
浜
市
で
は
全
国
で
一
番
収
集
車
の
台

数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
災
害
被
災
地
か
ら
の
復
旧

救
援
要
請
に
応
じ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
職
員
が
被
災

地
で
の
災
害
ご
み
収
集
経
験
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ

と
言
う
時
や
、
ご
み
の
出
し
方
等
で
お
困
り
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
楽
に
「
皆
様
の
一
番
近

く
に
い
る
市
職
員
」
で
あ
る
収
集
職
員
に
、
是
非

「
ヘ
ル
プ
」
を
求
め
て
下
さ
い
。

（
保
土
ケ
谷
区
役
所
：
小
田
切
）

保
土
ケ
谷
区
の
ニ
ュ
ー
ス

和
田
東
部
自
治
会
は
、
世
帯
数

１
１
０
で
ト
ヨ
タ
、
東
京
ガ
ス
、
き

ん
で
ん
等
の
会
社
も
含
ま
れ
る
小
さ

な
自
治
会
で
す
。

昨
年
8
月
4
日(

土)

納
涼
会
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
た
ち
ば

な
会(

老
人
会)

の
方
な
ど
大
人
33
名
、

子
ど
も
13
名
の
計
46
名
で
し
た
。

会
場
で
は
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

焼
か
れ
、
子
ど
も
向
け
に
、
か
き
氷
、

ス
イ
カ
割
り
、
釣
り
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
花
火
大
会
を

行
い
、
老
若
男
女
が
一
斉
に
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
会
館
の
中
で
は
カ

ラ
オ
ケ
が
行
わ
れ
、
全
員
が
自
慢
の

声
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

仲
の
良
い
団
結
力
の
あ
る
自
治
会
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。

（
広
報
部
：
石
川
）

昨
年
11
月
４
日
、
第
14
回
釜
台

町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
午
前
の
部
】
運
動
場
で
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
野
菜
即
売
会
が
行
わ
れ
、

体
育
館
で
は
、
皆
さ
ん
が
一
年
間
に

創
作
さ
れ
た
絵
画
、
書
作
品
、
写
真
、

手
芸
作
品
を
展
示
。
子
供
会
の
お
も

ち
ゃ
販
売
や
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
女
性

部
の
型
抜
き
、
パ
ウ
ダ
ー
マ
グ
ネ
ッ

ト
工
作
遊
び
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
３
０
０
食
用
意
し

完
食
で
し
た
。

【
午
後
の
部
】
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

芸
能
音
楽
発
表
会
で
す
。
１
２
０
席

が
満
席
に
な
り
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

で
、
初
参
加(

３
組)

を
含
め
、
合
計

19
組
の
発
表
で
し
た
。
保
土
中
吹

奏
楽
部
、
常
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、

リ
ズ
ム
体
操
、
舞
踊
、
歌
謡
曲
、
コ
ー

ラ
ス
、
詩
吟
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ギ
タ
ー

演
奏
、
大
道
芸
、
一
輪
車
、
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
と
多
彩
な
演
目
で
し
た
。

注
目
は
、
初
参
加
の
常
小
先
生
の
ピ

ア
ノ
演
奏
、
５
歳
の
男
の
子
の
日
本

舞
踊
と
保
土
中
１
年
生
の
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
（
大
道
芸
）
で
し
た
。
今
年
の

文
化
祭
も
皆
様
の
ご
出
展
、
ご
出
演
、

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
部
：
河
野
）
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B1
：
ふ
れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス

す
べ
て
手
作
り
の
食
事
を
提
供

【
対
象
者
】
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者

【
登
録
者
数
】
38
名

【
実
施
日
】
毎
月
１
回
：
第
４
水
曜

日(

７
月
、
12
月
第
２
水
曜
日)

、
８

月
は
休
み
、
12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会

【
実
施
場
所
】
和
田
西
部
町
内
会

館
・
釜
台
町
自
治
会
館
を
毎
月
交
互

使
用

【
利
用
料
】
２
０
０
円
／
回

※
車
両
に
よ
る
送
迎
あ
り

※
担
い
手
は
19
名
、
調
理
、
配
達
、

社
協
役
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

B2
：
配
食
サ
ー
ビ
ス

松
花
堂
弁
当
に
仕
立
て
た
、
す

べ
て
手
作
り
調
理
の
お
弁
当
で
す

【
対
象
者
】
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯

【
登
録
者
数
】
57
名

【
実
施
日
】
毎
月
２
回
：
第
２･

第

４
金
曜
日

【
実
施
場
所
】
釜
台
町
自
治
会
館

【
利
用
料
】
３
０
０
円
／
回

※
担
い
手
は
42
名
、
調
理
、
配
達
、
社

協
役
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

B3
：
ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

毎
回
、
歌
、
手
工
芸
、
ゲ
ー
ム
、

軽
い
体
操
な
ど
楽
し
く
実
施

【
対
象
者
】
70
歳
以
上
で
外
出
の
機

会
の
少
な
い
高
齢
者

【
登
録
者
数
】
14
名

【
実
施
日
】
毎
月
１
回
：
第
３
木

曜
日
、
８
月
は
休
み

【
実
施
場
所
】
和
田
西
部
町
内
会
館

(

送
迎
車
両
ま
た
は
徒
歩
で
参
加)

【
利
用
料
】
１
０
０
円
／
回

※
担
い
手
は
15
名
、
保
健
活
動
推
進

員
、
社
協
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及

び
民
生
児
童
委
員

サ
ー
ビ
ス
事
業

和
田
東
部
自
治
会
の

納
涼
祭

釜
台
町
自
治
会
の

文
化
祭

【
自
治
会
活
動
の
紹
介
】

（会館前の広場でワイワイ）

（スイカ割りに奮闘中）文化祭の会場様子

芸能音楽発表会の様子

ミニデイサービスの様子 配食サービスのお弁当

ふれあい食事サービスの様子



ミニデイサービス
ふれあい食事サービス
配食サービス

☝ ミニデイ・サービス ： 手芸作品例☜
ミニデイ・サービス ： クリスマス会でフラダンスを鑑賞

☜
ミニデイ・サービス

 ： 手芸作り風景

☟ 配食サービス ： 配達前の配膳風景

☝ ふれあい食事サービス：昼食例 ☝ ふれあい食事サービス：調理風景

●申込方法等、問い合わせ先は： ０４５－３３３－３３８２　タチバナ（釜台町自治会）まで

２か月に１回（年間６回） ２か月に１回（年間６回）

釜台町自治会館 和田西部町内会館

第２，４金曜日 第３木曜日、10:00～16:00

調理：8:30～13:30、配達：11:00～13:00 ※介護士、保健師資格（経験）者は大歓迎

 B１：ふれあい食事サービス B２：配食サービス B３：ミニ・デイサービス

保土ケ谷区

利用希望者と協力ボランティアを募集中！

　　　　　　　　　　　　　ーーーーーー和田・釜台地区社会福祉協議会

あなたの時間 !？ちょこっとだけ
ボランティア活動しませんか！！

内容 A１：配食サービス（調理と利用者宅への配達） A２：ミニ・デイサービス（利用者の送迎と介助）

名前 ・ ☏連絡先 ☏

回数

場所

曜日

時間帯他

「協力ボランティア」募集の切り取り。　※各町内会・自治会の役員に提出お願いします

A1、A2、：協力ボランティア　　〇印お願いします

協力できるボランティア  A１：配食サービス（調理・配達） A２：ミニ・デイサービス（送迎・介助協力）

住所 保土ケ谷区

「サービス利用希望者」募集の切り取り。　※各町内会・自治会の役員に提出お願いします

B1、B2、B3、：サービス利用希望者　　〇印お願いします

希望サービス

住所

名前 ・ ☏連絡先 ☏
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